
静
か
な
夜
、
窓
に
お
月
様
は
き
れ
い
な
鏡
餅
に
見
え
る
の
だ
っ

た
。
こ
れ
も
飢
餓
線
上
だ
か
ら
知
る
実
感
だ
ろ
う
。
四
十
四
年
經

過
し
た
今
、
収
容
生
活
を
思
い
出
し
て
、
な
に
ご
と
か
悪
夢
が
よ

み
が
え
る
。
シ
ベ
リ
ア
の
空
氣
は
凍
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い

た
。
あ
れ
は
何
だ
っ
た
か
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
で

細
氷
現
象
を
知
っ
た
。

抑
留
二
回
目
の
お
正
月
が
来
た
。
ぜ
ん
ざ
い
を
戴
い
た
夢
を
見

た
。
も
う
一
杯
食
べ
た
か
っ
た
。
明
け
て
も
た
だ
思
う
事
、
腹
一

杯
食
べ
た
い
、
帰
り
度
い
の
思
う
事
た
だ
一
つ
、
ソ
連
に
連
れ
ら

れ
て
兵
隊
は
笑
顔
を
見
る
事
は
な
く
、
本
質
的
に
は
空
腹
と
、
切

実
な
未
来
に
不
安
感
と
云
う
圧
力
が
、
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た

の
だ
。
ソ
連
に
来
て
暖
か
く
成
る
と
、
野
草
を
摘
ん
で
、
や
た
ら
と
湯

が
い
て
食
べ
、
毒
草
の
混
入
で
命
を
亡
く
し
た
者
も
多
く
見
ら
れ

た
。
特
に
ア
メ
ー
バ
ー
赤
痢
が
大
流
行
し
、
わ
た
し
も
そ
の
一
人

だ
っ
た
。

ア
ル
マ
ー
タ
地
で
夏
に
女
は
裸
足
が
見
ら
れ
、
き
れ
い
な
娘
さ

ん
が
道
を
歩
き
乍
ら
、
手
鼻
を
飛
ば
す
姿
も
珍
し
く
な
く
、
又

我
々
日
本
の
ソ
ル
ダ
ー
ト
、
腰
に
缶
詰
缶
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
の

が
珍
し
げ
に
眺
め
て
い
た
。

私
た
ち
の
大
隊
長
以
下
は
、
軍
隊
あ
り
し
こ
ろ
と
同
様
に
い
つ

ま
で
も
階
級
を
続
行
、
一
般
下
士
官
兵
隊
よ
り
食
事
の
量
は
少
し

は
多
か
っ
た
。
集
団
生
活
を
や
っ
て
い
る
中
で
、
こ
う
い
う
規
律

が
私
に
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
十
二
年
の
夏
が
来
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
は
健
康
診
断
の
結

果
（
お
尻
の
肉
）
二
級
で
ダ
モ
イ
が
言
わ
れ
た
。
自
分
の
中
隊
か

ら
百
人
、
各
収
容
所
混
成
で
ダ
モ
イ
列
車
で
二
十
五
日
間
、
ナ
ホ

ト
カ
に
向
か
っ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
浜
で
一
週
間
の
訓
練
に
て
、
引
揚

船
恵
山
丸
、
舞
鶴
入
港
、
日
本
看
護
婦
、
日
本
婦
人
会
の
皆
様
の

出
迎
え
で
こ
の
と
き
の
う
れ
し
さ
は
今
も
な
お
脳
裏
に
や
き
つ
い

て
い
る
。

同
胞
の
骨
拾
わ
ね
ば　 高
知
県
　
東
山
林
　 

ソ
連
抑
留
の
体
験
を
書
い
た
書
物
は
、
個
人
的
な
も
の
か
ら
団

体
等
で
発
刊
し
た
も
の
が
数
多
く
あ
る
し
、
そ
の
内
容
も
、
極
限



の
中
で
心
身
と
も
に
苦
し
か
っ
た
様
子
を
赤
裸
々
に
述
べ
た
も
の

も
多
く
、
我
々
の
心
を
打
つ
が
、
こ
の
苦
し
み
を
体
験
と
し
た
こ

と
の
な
い
人
々
に
は
、
そ
の
状
態
は
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
知
れ
な

い
。今
回
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
が
、
遺
し
ゃ
の
念
を
示
す
事

業
の
一
環
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
抑
留
実
態
の
手
記
に

つ
い
て
は
、
私
が
体
験
し
た
こ
と
も
、
他
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
体

験
し
た
こ
と
と
大
同
小
異
、
五
十
歩
百
歩
の
こ
と
と
考
え
る
し
、

こ
と
に
最
近
急
速
に
痴
呆
性
老
人
病
の
き
ざ
し
が
見
え
始
め
た
現

在
、
四
十
数
年
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
正
確
に
書
く
こ
と
な
ど

は
、
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
の
で
、
記
憶
に
よ
る
記
述
は
、
正

確
に
覚
え
て
い
る
人
々
に
お
ま
か
せ
し
て
、
私
は
、
当
時
の
記
録

に
基
づ
い
て
、
そ
の
真
実
の
み
を
書
き
残
し
た
い
と
思
う
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
か
ら
翌
二
十
一
年
四
月
ま
で

の
わ
ず
か
五
か
月
間
に
、
私
の
所
属
し
て
い
た
部
隊
百
二
十
人
足

ら
ず
の
隊
員
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
の
戦
友
が
犠
牲
と
な
っ
た
こ
と

は
、
抑
留
中
の
強
制
労
働
と
、
そ
し
て
給
食
の
状
態
等
が
お
よ
そ

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
他
の
人
々
が
記
し
た
こ
と

が
ら
と
併
せ
て
想
像
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
だ
け
は
決
し
て
間
違
っ
て
い
な
い
か
ら
…
…
。
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以
上
三
十
七
人

合

掌

ハ
ラ
ゴ
ン
抑
留
当
時
の
食
物
の
量
は
、
主
食
の
黒
パ
ン
が
桃
印

燐
寸
小
箱
程
度
の
大
き
さ
の
も
の
が
一
個
に
、
ス
ー
プ
は
飯
盒
の

ふ
た
に
八
分
目
、
こ
れ
が
一
食
分
で
あ
っ
た
。
パ
ン
を
配
分
す
る

と
き
は
、
パ
ン
の
側
（
耳
）
の
方
は
堅
く
て
重
く
、
中
の
方
は
や

わ
ら
か
く
て
軽
い
か
ら
、
自
前
の
天
秤
計
り
を
つ
く
り
、
両
方
に

乗
せ
て
水
平
に
な
る
よ
う
に
し
、
隊
員
総
監
視
の
中
で
行
わ
れ

た
。
ス
ー
プ
に
は
器
の
底
に
大
豆
や
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
が
沈
ん
で
い

る
か
ら
、
金
網
を
使
っ
て
別
の
容
器
に
移
し
、
金
網
の
上
に
乗
っ

て
い
る
も
の
を
五
個
、
六
個
と
数
え
な
が
ら
平
等
に
分
配
し
た

後
、
汁
を
分
け
た
。
将
校
、
下
士
官
、
兵
を
問
わ
ず
人
間
の
動
物

的
本
性
を
む
き
だ
し
に
し
た
の
が
こ
の
と
き
で
あ
る
。

ク
タ
ク
タ
に
疲
れ
て
伐
採
作
業
か
ら
帰
り
、
穴
ぐ
ら
の
中
で
夕

食
を
し
な
が
ら
、
故
郷
の
話
を
し
て
い
た
隣
り
の
戦
友
が
、
う
つ

む
い
て
何
も
言
わ
な
く
な
っ
た
の
で
「
お
い
、
ど
う
し
た
」
と
ひ

じ
で
軽
く
つ
い
た
ら
、
ゴ
ロ
ン
と
倒
れ
て
死
ん
で
い
っ
た
こ
と

や
、「
今
生
の
思
い
出
に
腹
い
っ
ぱ
い
食
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
申

し
出
た
兵
に
、
私
は
自
分
の
も
の
と
比
較
的
元
気
な
人
の
も
の
を



集
め
て
与
え
た
ら
「
う
ま
い
う
ま
い
」
と
言
っ
て
食
っ
た
の
は
よ

か
っ
た
が
、
翌
朝
は
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。

全
隊
員
が
赤
痢
に
か
か
り
、
一
晩
に
二
十
回
も
三
十
回
も
便
所

へ
行
く
の
で
、
穴
ぐ
ら
ま
で
帰
り
つ
く
暇
も
な
く
、
毛
布
に
身
を

包
ん
で
、
零
下
三
十
度
を
超
す
便
所
の
横
で
寝
た
り
う
ず
く
ま
っ

た
り
し
て
い
た
姿
が
浮
ん
で
く
る
。
私
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
便

所
へ
行
き
な
が
ら
、
立
場
上
、
隊
員
の
め
ん
ど
う
を
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
等
々
。

地
獄
を
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら
確
た
る
こ
と
は
言
え
た
い
け
れ

ど
も
、
も
し
地
獄
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
た
状
態
の
こ
と

を
指
し
て
い
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
今
つ
く
づ
く
思
い
出
し
て

い
る
。
そ
れ
に
、
も
う
一
つ
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が

「
遺
体
」
の
処
理
で
あ
る
。

初
め
の
間
は
枯
れ
木
を
集
め
て
碁
盤
形
に
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

の
高
さ
に
積
み
重
ね
、
全
裸
に
し
た
遺
体
を
そ
の
上
に
置
い
て
、

荼
毘
に
付
し
て
い
た
が
、
三
月
に
入
り
「
焼
く
こ
と
は
相
な
ら

ぬ
」
と
ソ
連
側
の
命
令
が
あ
り
、
凍
土
は
ど
う
し
て
も
満
足
に
掘

る
こ
と
が
で
き
ず
、
雪
を
覆
っ
て
葬
っ
た
の
は
よ
い
が
、
次
の
日

に
別
の
死
亡
者
を
埋
葬
す
る
た
め
墓
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
一
面

に
荒
さ
れ
て
い
て
、
遺
体
は
跡
か
た
も
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
れ
が
餓
狼
の
し
わ
ざ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
茫
然
、

暗
涙
に
む
せ
ん
だ
こ
と
も
再
度
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
遺
体
の
処
理
を
し
て
き
た
私

は
、
ど
う
し
て
も
御
遺
族
の
方
々
に
こ
の
実
情
を
お
伝
え
す
る
責

任
が
あ
る
よ
う
に
思
い
、
知
る
限
り
の
こ
と
を
記
録
し
て
お
い
た

の
が
前
記
三
十
七
人
の
人
々
で
あ
る
。

権
力
を
失
っ
た
軍
隊
、
い
や
、
烏
合
の
集
と
化
し
た
元
軍
隊
の

将
校
、
下
士
官
、
兵
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
醜
さ
は
も
う
思
い
出

し
た
く
な
い
。

ハ
ラ
ゴ
ン
か
ら
キ
ル
ガ
へ
移
動
し
た
の
が
昭
和
二
十
一
年
の
六

月
、
平
素
か
ら
尊
敬
し
信
頼
し
て
い
た
中
隊
長
が
逃
亡
し
た
隊
員

の
心
境
は
、
人
事
面
を
担
当
し
て
い
た
私
の
立
場
か
ら
考
察
す
る

と
、
他
の
中
隊
の
人
々
と
は
ち
ょ
っ
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
に
思
え
た
。
そ
れ
は
、
将
校
の
言
う
こ
と
な
ど
真
面
目
に
聞
こ

う
と
す
る
者
は
少
な
く
、
何
事
に
よ
ら
ず
私
に
相
談
を
持
ち
か
け

て
き
た
こ
と
な
ど
、
兵
の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

キ
ル
ガ
に
移
動
し
て
か
ら
は
、
大
隊
副
官
を
し
て
い
た
静
岡
県
の



人
で
、
勝
又
梅
吉
と
い
う
大
尉
が
我
々
の
こ
と
に
つ
い
て
指
図
し

て
い
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
が
、
そ
れ
が
中
隊
長
と
い
う
立
場
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
私
の
記
憶
は
定
か
で
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
八
月
ま
で
伐
採
作
業
や
材
木
の
引
き

出
し
、
ま
た
貨
車
積
み
等
の
作
業
を
し
な
が
ら
約
二
か
月
、
こ
の

間
に
特
殊
技
術
者
（
自
動
車
運
転
手
、
機
械
組
立
工
、
洋
服
仕
立

職
、
散
髪
職
、
大
工
、
左
官
、
等
々
）
が
分
遣
、
派
遣
等
の
名
目

で
ど
こ
か
へ
転
出
す
る
と
い
う
形
を
と
り
、
大
編
成
替
え
が
行
わ

れ
た
。
そ
し
て
部
隊
の
主
力
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
へ
移
動
し
た
け

れ
ど
も
、
私
は
キ
ル
ガ
に
残
留
し
、
他
部
隊
残
留
者
と
合
流
し
て

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
ま
で
一
年
と
数
か
月
を
こ
の
地
で
過
ご
す

こ
と
と
な
る
。

〝
立
つ
鳥
後
を
濁
さ
ず
〟
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
移
動

し
た
後
の
収
容
所
内
は
ま
こ
と
に
乱
雑
で
、
遺
骨
を
放
置
し
た
ま

ま
に
は
驚
く
と
と
も
に
、
悲
し
く
胸
が
痛
ん
だ
。
そ
し
て
俘
虜
の

七
つ
道
具
も
至
る
と
こ
ろ
に
散
乱
し
て
い
て
、
整
理
す
る
の
に
苦

労
し
た
。

し
か
し
一
人
だ
け
で
残
留
し
、
他
部
隊
と
合
流
し
た
の
で
、
精

神
的
に
は
楽
に
な
り
「
や
れ
や
れ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
は
人
間
の
持
つ
非
情
さ
を

思
い
つ
つ
、
遺
骨
箱
に
記
し
て
あ
っ
た
も
の
と
一
緒
に
写
し
取
っ

た
未
知
の
同
胞
た
ち
、
願
わ
く
ば
霊
よ
安
か
れ
と
念
じ
つ
つ
。

記

中
村
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
県

20

・12

・
１
　03

：26

　
気
管
支
肺
炎
　
伍

小
田
義
男
（
大14

・
３
・15

）
　
宮
崎
県

20

・12

・23

　07

：10

　
左
急
性
化
膿
性
中
耳
炎
　
見
士

加
藤
丑
太
郎
（
大
４
・
１
・31

）
長
野
県

21

・
１
・
１
　13

：25

　
腸
閉
塞
　
　
上

西
村
伊
三
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
県

21

・
１
・25

　17

：06

　
栄
　
　
　
失
兵

村
上
利
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
県

21

・
１
・30

　07

：20

　
急
性
大
腸
炎
　
上

高
野
止
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道

21

・
１
・30

　13

：00

　
肺
炎
及
尿
用
症
　
軍

広
田
太
市
郎
（
明40

・
１
・11

）
京
都
府

21
・
２
・
１
　19

：50

　
腹
部
打
撲
腸
管
破
裂
　
兵

後
町
直
古
止
（
大11

・10

・22

）
長
野
県



21

・
２
・
８
　14

：50

　
栄
失
　
　
　
上

小
堀
捨
次
郎
（
明43

・
３
・
７
）
福
井
県

21

・
１
・
８
　19

：40

　
栄
失
　
　
　
兵

菅
沼
義
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県

21

・
２
・11

　08

：00

　
栄
失
　
　
　
上

奥
野
義
雄
（
明41
・10
・10

）
　
大
阪
府

21

・
２
・11

　22
：20

　
栄
失
　
　
　
上

河
野
秋
夫
（
大11

・10

・22
）
　
山
口
県

21

・
２
・12

　05

：00

　
栄
失
　
　
　
上

林
穆
（
大15

・
７
・
４
）
　
　
　
長
野
県

21

・
２
・13

　07

：05

　
栄
失
　
　
　
上

吉
田
藤
吉
（
大
２
・
４
・12

）
　
山
形
県

21

・
２
・14

　17

：10

　
栄
失
　
　
　
上

山
本
唯
夫
（
大
３
　
　
　
　
）
　
青
森
県

21

・
２
・15

　03

：00

　
肺
炎
　
　
　
上

中
山
敬
之
助
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
県

21

・
２
・16

　08

：25

　
栄
失
　
　
　
上

岩
本
昇
三
（
大
６
・
３
・18

）
　
東
京
都

21

・
２
・16

　11

：40

　
栄
失
　
　
　
兵

村
石
丹
次
（
明41

・
６
・11

）
　
東
京
都

21

・
２
・18

　14

：00

　
栄
失
　
　
　
上

鬼
丸
昌
市
（
明41

・
２
・26

）
　
三
重
県

21

・
２
・18

　15

：25

　
栄
失
　
　
　
上

長
尾
直
太
郎
（
大
９
・
２
・18

）
岩
手
県

21

・
２
・20

　01

：10

　
栄
失
　
　
　
軍

岩
本
長
熊
（
明41

・
２
・
９
）
　
山
口
県

21

・
２
・20

　04

：10

　
栄
失
　
　
　
上

木
村
浅
一
（
大12

・
１
・15

）
　
長
野
県

21

・
２
・20

　17

：35

　
脚
気
栄
失
　
上

岩
谷
緑
郎
（
大12

・
５
・31

）
　
兵
庫
県

21

・
２
・23

　17

：40

　
栄
失
　
　
　
一

黒
坂
徳
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
県

21

・
２
・25

　19

：22

　
栄
失
ク
ル
ー
プ
性
肺
炎
　
上

岩
佐
健
二
（
明42

・
５
・27

）
　
大
阪
府

21

・
２
・25

　19

：30

　
栄
失
　
　
　
上

小
林
守
（
大10

・
８
・21

）
　
　
新
潟
県

21

・
２
・26

　08

：25

　
栄
失
　
　
　
上

平
野
正
（
大12

・
８
・27

）
　
　
和
歌
山
県



21

・
２
・26

　09

：30

　
栄
失
　
　
　
上

田
中
貞
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
群
馬
県

21
・
２
・26

　14

：30

　
栄
失
骨
折
　
上

吉
田
寛
一
（
明40
・
５
・25

）
　
和
歌
山
県

21

・
２
・27
　13

：30

　
栄
失
　
　
衛
上

小
畑
嘉
一
郎
（
明41

・
４
・18

）
大
阪
府

21

・
２
・27

　13

：50
　
栄
失
　
　
　
兵

木
村
国
太
郎
（
大
４
・
３
・
１
）
香
川
県

21

・
２
・28

　15

：30

　
栄
失
　
　
　
上

岡
本
行
三
（
大
２
・
３
・19

）
　
青
森
県

21

・
２
・28

　15

：30

　
栄
失
　
　
　
上

舟
山
昇
（
大14

・
３
・21

）
　
　
和
歌
山
県

21

・
３
・
１
　08

：30

　
流
感
　
　
　
上

穴
口
米
太
郎
（
明42

・11

・13

）
大
阪
府

21

・
３
・
１
　14

：21

　
栄
失
　
　
衛
上

母
井
惟
一
（
明43

・10

・13

）
　
徳
島
県

21

・
３
・
１
　14

：50

　
急
性
肺
炎
　
衛
軍

藤
原
信
一
（
明45

・
４
・26

）
　
広
島
県

21

・
３
・
２
　00

：20

　
栄
失
　
　
　
兵

木
村
安
治
（
大
４
・
３
・15

）
　
青
森
県

21

・
３
・
３
　14

：30

　
流
感
　
　
　
上

北
田
松
太
郎
（
大13

・
３
・15

）
岩
手
県

21

・3

・3

　22

：20

　
　
栄
失
　
　
　
上

出
口
勇
（
明45

・
７
・25

）
　
　
神
奈
川
県

21

・
３
・
３
　23

：10

　
栄
失
　
　
　
兵

山
本
有
幸
（
大
７
・
９
・18

）
　
大
阪
市

21

・
３
・
３
　23

：15

　
栄
失
　
　
工
伍

相
沢
清
蔵
（
大13

・
７
・10

）
　
福
島
県

21

・
３
・
４
　08

：50

　
栄
失
　
　
　
上

池
浦
武
雄
（
明44

・
９
・
１
）
　
和
歌
山
県

21

・
３
・
４
　19

：55

　
栄
失
凍
傷
　
上

荒
金
忠
治
（
明40

・
９
・11

）
　
大
分
県

21

・
３
・
４
　22

：30

　
栄
失
　
　
　
上

浜
田
忠
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
県

〔
以
上
四
十
四
人
　
放
置
し
た
名
簿
よ
り
〕

三
宅
和
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県

21
・
２
・
１

富
田
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道



21

・
２
・
１
（
ビ
ラ
）
　
　
　
　
　
　
上

池
地
喜
久
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道

21

・
２
・
３
（
ビ
ラ
）
　
　
　
　
　
　
一

永
安
光
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県

21

・
２
・
４
（
ビ
ロ
ビ
ジ
ヤ
ン
病
院
）
上

伊
藤
武
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道

21

・10

・1005
：30
（
バ
ブ
ス
ト
ア
）
上

三
宅
勇
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県

21

・12

・21

（
ビ
ラ
）
　
　
　
　
　
一

佐
々
木
善
男
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道

22

・12

・23

（
キ
ル
ガ
）

安
部
保
枝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
　
　
　
憲
伍

佐
藤
隆
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
　
　
　
憲
兵

伊
尾
政
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
県

桜
井
正
夫

大
原
盛
信
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
媛
県
　
　
　
憲
兵

〔
以
上
十
二
人
　
遺
骨
箱
に
よ
り
〕

峰
田
十
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
県

往
田
栄
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県

〔
以
上
二
人
は
、
確
実
な
人
よ
り
キ
ル
ガ
病
院
に
お
い
て

死
亡
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
記
録
し
た
〕

合

掌

シ
ベ
リ
ア
で
の
思
い
出　 

千
葉
県
　
久
保
田
精
一
　 

四
十
数
年
前
の
シ
ベ
リ
ア
を
思
い
出
せ
と
言
わ
れ
て
も
忘
れ
た

こ
と
も
多
い
。
今
考
え
る
と
終
戦
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。
負
け
て

終
わ
っ
た
こ
と
は
、
悔
し
く
残
念
で
あ
っ
た
。
今
こ
こ
に
形
容
の

言
葉
が
な
い
。

私
は
満
州
現
地
召
集
、
半
月
で
終
戦
、
武
装
解
除
抑
留
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
な
ら
戦
争
が
終
結
し
た
場
合
は
復
員
に
導

く
こ
と
が
道
義
で
あ
る
が
、
ソ
連
は
日
本
軍
を
抑
留
、
い
や
一
般

日
本
民
を
も
抑
留
し
た
。
日
本
軍
の
倉
庫
に
満
積
さ
れ
て
い
た
食

糧
、
被
服
類
等
を
日
本
軍
の
手
に
よ
り
鉄
道
輸
送
で
ソ
連
へ
搬
入

し
、
続
い
て
日
本
兵
を
国
内
へ
輸
送
し
た
の
で
あ
る
。
臨
月
を
迎

え
て
い
る
妻
を
異
国
（
今
自
分
が
い
る
所
か
ら
何
キ
ロ
で
も
な




